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本書は，ユリウス・カエサル・スカリゲル（Julius Caesar Scaliger, 1484-1558）の代表的著作であ
る『カルダーノの「精妙さについて」15 巻顕教的演習（Exotericae exercitationum liber quintus decimus 
de subtilitate, ad Hieronymum Cardanum）』（以下，『顕教的演習』と略記）を精密に読み解くことによ
って彼の哲学的思想の特徴を明らかにした，秀逸なる研究書である。 
スカリゲルという人物が，ルネサンス期の自然哲学を語る上で看過することのできない哲学者で
あることは，思想史／科学史研究者にとっては周知の事実である。それにもかかわらず，既存の思
想史研究や科学史研究においては，スカリゲルに十分にスポットライトが当てられてきたとは言い
難い。こうした研究状況の中で，本書は，スカリゲルの大部の著作である『顕教的演習』を精緻に
読解することを通じて，スカリゲルの哲学的思想を内在的な観点から精確に抽出しており，その結
果，ルネサンス期の思想史／科学史研究において非常に意義深い研究書となっていることは疑いえ
ない。 
さて，本書では，7 つのテーマをめぐってスカリゲルの哲学的理論が描出されている。それらの
テーマとは，「創造，三位一体，〈古代神学〉」「世界霊魂」「最善可能世界」「空虚と場所」「天使と知
性実体」「生成と形相」「混合」である。こうした問題は，一部には，中世スコラ哲学において熱心
に議論されたものが継承されながら論じられているものもあれば，プラトンの諸著作の翻訳が西欧
世界に本格的に流入したことに伴って提起された問題などもあり，15 世紀〜16 世紀にかけて主要に
論じられた神学的／哲学的議論のトピックを概観するという意味でも，非常に有益な論考となって
いる。 
本書評では，これらのテーマのうち，「最善可能世界」が論じられている第 3 章に焦点を当ててみ
たい。その理由は，以下の通りである。著者自身が本書で述べているとおり，「スカリゲルの世界観
の根底に潜む理論的根拠（the underlying rationales of Scaliger’s worldview）」（p.54）が，このトピッ
クを論じる箇所で明らかにされている。そして，この論題それ自体が，創造者たる神と被造物とし
ての世界との関係を最も根本から取り押さえるものであるため，論者スカリゲルによる世界理解の
全体的構造の根幹に関わるものであるということは、火を見るより明らかなのである。また，この
問題は，著者も本書において紹介しているとおり（pp.53-54），ペトルス・ロンバルドゥスの『命題
集』において取り上げられているため，中世の大学の神学部の教科書に掲載されているものであり，
したがって，スコラ神学者は漏れなく，その責務／職務として，この問題への解答を註解の形で提
示しているのである。その結果，この問題に関する議論や論拠の蓄積も豊富になされているのであ
る。 
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さて，「最善可能世界」の問題とは，「神は〔現に〕造ったものよりもより善いものを造ることが
できるのか（An Deus possit facere aliquid melius quam facit）」（『命題集』第 1 巻第 44 区分）という問
いである。この問題は，神の「全能性（omnipotens）」と「最高の善性（summa bonitas）」という観
点から，解決困難な帰結をもたらすことになる。すなわち，もしこの世界が最善世界だとすると，
神はそれより善い世界を造ることは「できない」ことになり，神の全能性に抵触する。他方で，も
しこの世界が最善ではない世界だとすると，最高の善性をもつ神が創造において最善ではない（不
完全な／悪に満ちた）世界を造ったことになり，神の最高の善性に抵触する。というのも，最高の
善性をもつ神であれば，最善なる世界を造ったはずだからである。このジレンマに関して，中世の
神学者たちは様々な概念装置や理論的枠組みを提示したのであるが，ここでは，著者の議論に従っ
て，スカリゲルの解決法を素描しておきたい。 
まず初めに，スカリゲルは，次のような推論から，種の新たなる創造を基本的に承認しない。つ
まり，この世界は完全な存在である神の結果であるために，完全な存在である。したがって，この
世界はそもそも完全な世界として神によって創造されたのだから，これ以上，新たに種が加わる必
要はない、ということである。このことは，「この世界の完全性」の承認というスカリゲルの基本的
な世界観を導出することになる（pp.55-56）。 
次に，スカリゲルは，ドゥンス・スコトゥス（Johannes Duns Scotus, ca.1266-1308）の論拠に反駁
する形で，世界を支配する「法則（lex）／正しさ（rectum）／秩序（ordo）」の単一性と不可侵性と
を，神の最高の善性に基づいて，主張する（pp.57-59）。さらに，このような仕方で最高に完全な世
界として造られたこの世界は，これ以上善いものにならないことが，被造物の本質がもつ有限性（神
にしか無限性は当てはまらないという前提）に基づいて確証される（pp.59-60）。このようにして，
スカリゲルによれば，この世界全体は，「数多くの種が一つの法則／正しさに従って完全なものとし
て存在している」という構造を呈しているということが明らかにされるのである。さらに，こうし
た世界の構造は，「存在の階層構造（hierarchy of being）」として，裏づけられることになる。つまり，
第一質料から始まり，鉱物，植物，動物，人間，天体，天使，神へという存在論的階層が措定され，
さらにこの階層が完全であるということは，それぞれの階層の連結が十全に（隙間なく）なされて
いるということを含意する（pp.60-63）。したがって，現にある種以上に，新たなる種が付け加わる
ことはないという，スカリゲルの先の主張と首尾一貫するのである。 
そして最後に，以上の存在の階層は，それぞれの階層の緊密な連結関係に基づくことになるのだ
が，その緊密な連結関係は，ヒポクラテス文書の『人間の本性について』をひきながら，宇宙全体
の構造のマクロコスモスと人間の身体構造のミクロコスモスとの照応関係に依拠して導出されるこ
とになる（pp.65-66）。こうして，存在の階層構造や緊密な秩序連結関係の究極的な根拠は，神の意
志の中のイデアにまで訴求され，そのイデアの最も直接的な結果の産出としてこの被造的世界を捉
え，その結果，この被造的世界全体は，最も劣化の程度が少ない仕方で、神の完全性が受け取られ
て成立している、という裏づけがなされるのである（pp.66-67）。 
以上の議論は，第 3 章の結論部において簡潔に提示されているので，ここで訳出しておきたい
（p.68）。 
 
スカリゲルによれば，神は無限の善性を備えるものであった。だから，神はあらゆるものを完
全なものにしたのであり，完全なもの以外のいかなるものも造らなかった。それゆえ，創造さ
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れた世界は，最善可能なものであったのであり，他のものではありえなかったのである。創造
された世界は，完全な状態にあったのだ。この完全性（あるいは充足性）は，多様性における
一性において成立していた。それは，神が様々な種類の形相を創造して，それらの形相を階層
的な秩序において配置したように，である。神は自分自身で満たされていたのだから，この秩
序において存在論的な隙間があることを許さなかったはずである。つまり，最初の創造の後は，
いかなる新しい形相も付け加えられえないはずである。諸々の形相は，諸々の種の間でこのよ
うに密接な連関関係を構成していたのだから，それらのうちのどの一つが欠けても，その連関
関係を解体することになり，そして，世界全体の崩壊を引き起こすことになったはずである。 
 
こうしたスカリゲルの世界観は，彼の時代より一昔前の盛期スコラ哲学期の議論を彷彿とさせる。
しかし，16 世紀ルネサンス期のイタリアの医者であったスカリゲルが，いったいなぜ，ほぼ神学論
争と言ってもいいようなこうした主張を提示したのだろうか。その解答は，著者の別の論文（坂本
邦暢「変容する存在の大いなる連鎖――中世とルネサンスにおける最善世界論――」『西洋中世研究』
第 6 号（2014）：71‐87）において，非常に説得的な仕方で提示されているので，興味のある向きは，
是非直接論考をご一読いただきたい。 
さて，以上のような仕方で，著者はスカリゲルの最善可能世界論の概要を抽出しているのだが，
こうした議論の展開可能性について少し示唆しておきたい。 
もともと，この問題は，著者も指摘しているとおり，アベラルドゥス（Petrus Abaelardus,1079‐
1142）に端を発する。その後，本書評で先述したところでありまた著者も指摘しているとおり，ロ
ンバルドゥスの『命題集』において，この問題は取り上げられることになるのであるが，『命題集』
の中では，基本的に，アウグスティヌス（Augustinus, 354‐430）の議論を引き合いに出しながら議
論が展開されている。その問題の焦点は，基本的には，神の全能性と最高の善性に当てられるので
あるが，その文脈は，いわゆる「悪の問題」を惹起するものである。つまり，一般的な問いとして
定式化すれば，「なぜ最善なる神は，悪が存在するような世界を創造したのか」ということになり，
その解答は，アウグスティヌスによれば，人間の自由意志が悪の原因なのであって，神はその原因
ではないという仕方でなされる。けれども，そうすると，今度は，神が人間の創造主であり，しか
も，神は人間が罪を犯すことを予知しているのだから，神の予知と人間の自由意志との衝突問題が
生じることになる。つまり，神は人間が自由意志によって罪を犯すことを予知していながら，しか
し，神は悪の原因ではないということを担保しなければならないことになるのである。 
この問題は，神の予知と人間の自由意志という神学論争を基軸に据えて展開する問題であるが，
近年の神学研究において，この問題解決に関して，16 世紀のイエズス会士であったルイス・デ・モ
リナ（Luis de Molina, 1535‐1600）の解答が注目を集めている。それは，物理的世界の現象につい
ての知を「自然知」，神の自由意志についての自覚的な知を「自由知」として，それぞれを「予知」
と「後続知」として特徴づける。そして，人間の自由な行為についての知は，この両者のいずれで
もない「中間知」として措定し，神の予知を認めつつ，人間の自由意志をも担保する戦略が展開さ
れている。 
本書において精査されているスカリゲルの議論は，基本的には、自然哲学の領域における形而上
学的な分析であるが，それが同時代や後代の神学的議論に何らかの影響を与えた可能性は十分に考
えられるかもしれない。本書でも，この点への言及はなされているけれども（pp.68‐70），自然哲
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学における形而上学的な概念装置が自然神学の理論的枠組みと交錯する可能性について，明示的な
リファレンスはなくとも，自然哲学と自然神学との間の理論的／概念的影響関係を見いだしていく
嚆矢に本書はなりうる可能性をもっており，非常に示唆に富む論考となっていると言えるであろう。 
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